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 お わ り に
　本研究は、近世の形照寺宝光院について、
宝光院文書を基にその経営実態、および寺院
運営を解明することを目標とした。最後に、
各章で得られた成果をふまえて本研究の総括
を行い、今後の課題と展望を示したい。
　まず第１章では、不明であった歴代住持の
順序を示し、さらに宝光院の本末関係、およ
び法類寺院との活動を明らかにした。歴代住
持を論ずるにあたり、特に住持の法脈や住職
兼帯の有無を重視した。その結果、天英から
恵道までの住持は宝光院に居住することが少
なく、一転して優辨以降の住持は宝光院に現
住し、地域社会とより緊密な関係を結んでい
たことが判明した。
　加えて、義俊以降の住持たちが“賢空法脈”
を主張し寛永寺との繋がりを重視していたこ
とも重要である。宝光院は地方寺院であるが
ゆえに、本山寛永寺との繋がりを重視し、千
妙寺との本末問題においても、直末寺として
存在することを優先した。宝光院の事例を踏
まえつつ、他の寺社研究においても、中央寺
院と地方寺院をつなぐ法脈に注意し、それを
主張する意識を読み取っていくことが課題の
一つとなろう。
　次に第２章では、宝光院の寺社領支配に焦
点を据え、その全容の解明を試みた。宝光院
領は、江戸初期に山形へ入部した諸大名の検
地によって整備され、山形藩領に準拠した貢
租体系が維持された。宝光院の支配体制を整
理すると、院内部では享保期を境に寺領・寺
務差配の管掌者が役僧から寺役人へと変容し、
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寺役人家の世襲化が確立した。それと期を一
にして、散在する寺領には村ごとに寺領支配
人が置かれ、年貢納入の体制も定まった。さ
らに、宝光院領の朱印高は土地の現状に即し
たものではなく、その収納は年代によってか
なり変動していることを指摘できた。
　松本氏の言うように、武家の編成原理に基
づいた寺院・門前の秩序構築は、確かにその
寺院内での身分的安定をもたらした。ただし
寺院領の統治を維持するためには、時に周辺
寺院や本寺との経営的提携、支援が不可欠
だった。
　第３章では、寺社領から得た収納米の配分、
および支出、借財の推移について分析した。
宝光院の知行・収益配分は、立石寺や慈恩寺
のような大寺とは様相が異なり、住持の人事
や法脈関係がダイレクトに反映されている収
益配分であった。寺社領の収益配分と住持の
法脈・人事とが、宝光院のような地方朱印寺
社において密接に関連していたと言える。
　朱印状を発給された寺院は、必ずしも経営
状況が安定していたわけではない。宝光院の
事例をみれば、入院した住持の立場や寺務へ
の関与の有無、さらに寺領の取米配当によっ
ても、寺院の経営は大きく左右されているこ
とがわかる。
　宝光院は朱印地の収益を基盤に、城下町商
人を巻き込んだ頼母子講、および利殖活動を
展開することでその経営を維持していた。山
形城下において、他の寺院も宝光院と同様な
経営を行っていたと思われるが、城下町商人
の金融活動と合わせて検討していくことが今
後必要である。
　本稿で提示した、法脈や本末関係に着目し
て寺社経営を分析する視角は、当地域の寺社
領経営を再検討していく上で有効であると考
える。寺領研究・寺院運営の研究においては、
住持または役僧の法脈・法類関係に注意し、
その寺院全体の動向を把握すべきである。
　本研究は宝光院の近世史を初めて論じた研
究である。宝光院の本末関係、法脈について
言及した一方で、住持の将軍法会への参加や
江戸参府など94、幕府関連の活動について捨
象せざるを得なかった。宝光院における寺院
領主としての側面だけでなく、祈願寺院とし
ての様態をさらに追及していくことも課題で
ある95。
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康年忌法会への参向などが挙げられる。同寺の
祈祷活動に関して別稿を準備している。
付記
　本稿は、拙稿「宝光院の寺院経営」（山形大
学人文学部人間文化学科思想歴史論日本史
コース、平成19年度卒業論文）に大きく修正
を加えたものです。
　卒業論文執筆時に、指導教員である山形大
学人文学部教授・板垣哲夫先生より論文の添
削指導を受けました。また、宝光院文書の調
査にあたった同学部教授・松尾剛次先生から
も、宝光院文書の閲覧許可や論文指導など、
多大な学恩を賜りました。さらに目録作成に
参加した学生諸君より、示唆に富む助言を受
けました。
　なお、宝光院御住職の工藤秀和氏をはじめ、
関係者の皆様から調査訪問および史料の閲覧
に協力して頂きました。末筆ながら、ご協力
頂いた皆様へ心より感謝を申し上げます。

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